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平成25年 12月第５回（定例会）香芝市議会結果

《理事者提出議案》

議案番号 議　　　　　　　　　　案 審議の結果（議長を除く）

報 第 1 5 号 損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 報告受理

議 第 4 6 号 香芝市福祉基金条例を制定することについて
 ( 審査内容 P4 参照 ) 原案可決

出席 15 名
賛成 13 名
反対 2名

議 第 4 7 号 香芝市行政組織条例の一部を改正することについて
 ( 審査内容 P4 参照 ) 撤回承認

議 第 4 8 号 香芝市職員の退職手当に関する条例の一部を改正するこ
とについて

原案可決 
( 全会一致・出席 15 名 )

議 第 4 9 号 香芝市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正するこ
とについて 原案可決

出席 15 名
賛成 13 名
反対 2名

議 第 5 0 号

「香芝市下水道条例及び香芝市水道事業給水条例の一部を
改正することについて」の修正案

修正案可決 
( 全会一致・出席 15 名 )

香芝市下水道条例及び香芝市水道事業給水条例の一部を改
正することについて

( 審査内容 P4 参照 )

修正部分を
除く
原案可決

出席 15 名
賛成 13 名
反対 2名

議 第 5 1 号 香芝市営住宅条例の一部を改正することについて 原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

議 第 5 2 号 平成 25 年度香芝市一般会計補正予算 ( 第 3 号 )に ついて 原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

議 第 5 3 号 平成 25 年度香芝市一般会計補正予算 ( 第 4 号 )に ついて 原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

議 第 5 4 号 平成 25 年度香芝市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 2
号 ) について

原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

議 第 5 5 号 奈良県市町村総合事務組合を組織する市町村等の変更に
ついて

原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

議 第 5 6 号 奈良県市町村総合事務組合規約の一部を改正することに
ついて

原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

会期：12月4日～12月19日の16日間
「香芝市下水道条例及び香芝市水道事業給水条例の一部を

改正することについて」修正案を提出
　12月議会では、理事者から提出された報告事項 1件、条例の制定１件、条例の一部改正５件、
補正予算３件、奈良県市町村総合事務組合関係２件、指定管理者の指定１件、追加議案１件、諮
問３件、議員提案による意見書１件、請願１件について、慎重に審議いたしました。
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議案番号 議　　　　　　　　　　案 審議の結果（議長を除く）

議 第 5 7 号 香芝市文化施設の指定管理者の指定について 原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

議 第 5 8 号
( 追 加 議 案 )

香芝市行政組織条例の一部を改正することについて
 ( 審査内容 P4 参照 )

原案可決
( 全会一致 ･出席 15 名 )

諮第 ３ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案承認
（全会一致・出席 15 名）

諮 第 ４ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案承認
( 全会一致 ･出席 15 名 )

諮 第 ５ 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案承認
( 全会一致 ･出席 15 名 )

《議員提出議案》

議案番号 議　　　　　　　　　　案 提出者 審議の結果（議長を除く）

意 見 書
第 ４ 号

介護保険制度における新たな地域支援事
業の導入に係る意見書 中山　武彦 原案可決

出席 15 名
賛成 13 名
反対２名

請願第３号

ゾーン３０を含む交通安全対策措置に関する請願書
《全会一致で趣旨採択となった経緯》
本請願は、平成 25 年９月議会において、議会として願意を実
現することが大変難しい面もあり、もう少し熟慮したいとのことか
ら、継続審査になった。
　９月議会以降、本請願を検討したが、本請願はゾーン30 規
制等、ほとんどが県の事務事業であり、請願実現のために市
議会として行動を起こす部分に限界がある。こうした課題を踏
まえ、市議会として請願を実現させるのは困難であると言わざ
るを得ない。しかしながら、現在、児童・生徒の通学路において、
自動車の交通量が大変多くなっており、スピードを加速する自
動車も散見され危険な状態となり、交通安全対策の措置が必
要であることなど、請願の趣旨は十二分に理解でき、共感でき
るものである。
　以上の理由から、請願第３号については、全会一致で趣旨
採択となった。

趣旨採択
 ( 全会一致・出席 15 名 )

※ 趣旨採択とは、市の事務事業
でないことや、財政事情等から願
意を実現することが困難な場合な
どに、「請願の趣旨には賛成であ
る」という審議結果。

委員会名 委　員　会　付　託　議　案

総務経済委員会 議第 47 号、議第 48 号、議第 51 号、議第 53 号、議第 55 号、議第 56 号、 議第 57 号

教育福祉委員会 議第 46 号、議第 49 号、議第 54 号、意見書第 4号

建設環境委員会 議第 50 号
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主な議案内容と委員会審査の概要

議第47号　香芝市行政組織条例の一部を改正す
ることについて

【議案内容】
　昨年 12 月議会において審議した危機管理部は、今回見
直しを行い防災防犯の生活安全や、環境衛生等の市民生
活に密着した業務について、市民協働や商工振興分野を
ひとつの部にまとめた。
　都市環境部の環境衛生の分野は、日常業務を市民部に
移行させたことに伴い環境局を廃止し、環境政策につい
ては都市計画課において係を整備した。
　福祉健康部は、保健センターを現在の健康局構成組織
より部構成組織にする。
　総務部は、内部管理に係る組織の改編として管財関係
を入札関係と統合し、福祉施設を含めた施設整備の一元
化を図る。

【審査の概要】
（質疑）福祉健康部の二局制の考えについて。
（答弁）課長等からヒアリングを行い、最終的に局単位の

2局制にまとめたが、最終的に 2局制にせず、次
長級を配置する。

（質疑）1年前に機構改革をされ、今回、また提案されて
いるが、職員の動揺等はなかったのか。

（答弁）各部局、課等で職員の意見を聞き、提案している
ので職員の動揺等は聞き及んでいない。

（質疑）香芝市民 7万 7千人の危機的な問題に対しての
リスクマネジメントの寄与度は、どれぐらいに達
しているのか。

（答弁）リスクマネジメントの寄与度については、 認識し
ていない。

（質疑）議会から提案した地域振興局について、将来的に
は部への昇格も考えているのか。

（答弁）将来的には部制にして、より力強く進めていきたい。
（委員）都市環境部の名称の問題、また農業委員会と農業

政策の重要性や危機管理監の位置づけ、市史編さ
ん等について指摘した。

※本案は、各委員から様々な指摘があり、再考する必要
があることから継続審査としたいとの動議が提出され、
全会一致で継続審査となった。
 なお、12 月 16 日の本会議で議第 47 号議案は撤回され
再考後、追加議案として議第 58 号を提出され、本会議の
最終日に可決した。

議第 46 号　香芝市福祉基金条例を制定すること
　 について

【議案内容】
　生活困窮家庭に対して、生活維持のために設置してい
る香芝市福祉厚生基金条例及び、高齢者が健康で安心し
て過ごせるために設置している香芝市高齢者福祉基金条
例を廃止統合し、新たに香芝市福祉基金条例とすること
で、香芝市地域福祉計画に基づく福祉事業の更なる推進
を図ることを目的に制定。

【審査の概要】
（質疑）福祉基金条例では、福祉事業に使える範囲がさらに

広くなると思うが、今後、どのようにこの基金を活
用していくのか。

（答弁）これからは、さらに高齢者世帯が増えていくと思
うので、地域福祉を推進するためにも、この基金
を活用していきたいと考えている。

議第50号　香芝市下水道条例及び香芝市水道事
業給水条例の一部を改正することに
ついて

【議案内容】
　社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改
革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律及び、
同改革の地方税法及び地方交付税法の一部を改正する法
律が平成 26 年４月１日から施行され、消費税及び地方消
費税の合計が８%とされることとなったため、本条例の
一部を改正。

【審査の概要】
（質疑）給水分担金において、消費税が８%になるのに伴い

外税にするが、なぜ値上げしなければならないのか。
（答弁）平成元年に消費税が導入され、本来ならば消費税

を上乗せした金額にすべきところ、 内税方式にて
事務処理を行ってきた。今回、 消費税が 8%に改
正されることから外税方式を採用し、事業収入の
確保を図る目的から、現行の口径別の金額から消
費税率の５%を差し引き、1,000 円未満を切り上
げて端数処理を行った。

※本案は、各委員から様 な々指摘があり、修正案が提出された。
　修正案の理由は、提案されている内税を外税とすることで 
1,000 円未満を切り上げているため、実質の値上げとなる。本
修正案は、改正前の金額から5% を差し引いた金額とする。

（平成 25 年 12 月議会）
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　第７回・第８回香芝市職員採用及び人事に関する調査特別委員会
委員長　森井　常夫　　副委員長　川田　　裕　　　　　　　　
委　員　中川　葊美　　細井 宏純　　中山　武彦　　池田　英子

　第７回調査特別委員会（１０月１０日開催）
【案件及び審査概要】
〔第６回特別委員会審査における報告事項〕
　幼稚園の職員の年次有給休暇取得率促進計画は、最終的に 40 日付与基準で 35.6％、14 日を目標とし各園
に再度通知した。また、現在の勤務評定は、評価者から一方的に被評価者を評価していたが、新しく導入
する人事評価は育成型の人事評価制度である。上司と部下とのコミュニケーションのなかで、面談により
評価項目を決定する。
〔職員の勤務評価に関することについて〕
　課長級以上の職員の過去５年間の病気休暇取得状況、現行の勤務評定と運用予定の人事評価の対比表、
また、勤務評定の級別の標準偏差等の検定をかけた部分と機構改革における課成立の根拠についての報告
を受けた。今後、勤務成績により期末手当等で差をつけることは必要な制度であり、勤勉手当で５％の調
整ができることから、来年 12 月の賞与から施行していきたいと答弁。

　第８回調査特別委員会（１１月２０日開催）
【案件及び審査概要】　
〔第７回特別委員会審査における報告事項〕
　人事評価等を導入するにあたり、公平性を保ち特定の人間に有利または不利な扱いをすることなく運用することが
重要であると考えている。評価対象については、総合的な人事評価制度の構築を目指ざし、自己申告制、能力評価、
勤務態度評価は、評価項目とその基準を具体的に示し、それぞれ評価を行う予定である。
　また、保育所における２次評価の適正化は、本年度より子ども支援課長が保育指導主事の意見を聞き調整するも
のとし、保育士全体の評価の公平性の確保に努めたい。
〔人事管理について〕
　各課にバラツキのある評価計算を、標準偏差からの基準値の利用について質疑をしたが、的確な答弁が
得られなかった。評価者の公正公平の分析方法は、現在、具体的には何も決めていないと答弁。
〔機構改革について〕
　委員から、土木系部署の管理下である都市環境部環境局の位置づけについて、また危機管理部の創設理
由について政策根拠の質疑を行ったが、いずれも答弁ができない。早急な是正を要求した。
　また、平成 24 年 12 月議会における機構改革案では、議会からいろんな指摘及び是正要求等があったが、
殆ど無視された結果、わずか 10 カ月弱で組織編成の矛盾を露呈した。当初の説明とも抜本的に変わってい
る部分もある。思いつき施策や税執行の無駄を考え、平成 26 年度に向け矛盾解消の再機構改革を行い、数
年間、政策根拠が維持できる部や課等、住民の混乱をおこさないように指摘した。
上記の他、委員からの意見
・市民部は、環境衛生課が現場関係の業務を管轄し、政策的な部分は都市環境部の都市計画課で業務を行っ
ているが、環境の部分が二つの部に分かれ、政策根拠や市民目線から見てもわかりにくい組織機構である
ので、検討が必要ではないのか。
・都市環境部は、都市整備と環境政策が混在している。分離して抑制しあう体系が普通ではないか。
・危機管理部が廃止予定である。また、危機管理監の職務内容が不明確で、必要がないのではないか。
・高齢福祉課は市民に分かりにくい。介護保険課への名称変更や、保健センターがなぜ健康局所属なのか。

《次回の委員会に、理事者から報告のある事案》
◎人事課の保有する基礎的なデータの項目を提出。
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。

（
問
）
職
員
の
支
出
負
担
は
、
ど
こ
が
行

う
こ
と
に
な
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
市
の
負
担
と
な
る
。

（
問
）
市
が
全
て
の
支
出
負
担
で
は
、
民

間
委
託
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
経
営
感
覚
を
も
っ
て

運
営
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
市
か
ら
保
育
所
に
全
員
の
正
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
は
、
派
遣
法
に
触
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
的
確
な
答
弁
な
し
。

（
問
）
保
育
所
に
職
員
を
派
遣
し
た
場
合

の
指
示
命
令
系
統
は
、
だ
れ
が
行
う
こ

と
に
な
る
の
か
。
偽
装
請
負
で
は
な
い

か
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
派
遣
法
の

登
録
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
答
弁
な
し
。

　

※
23
分
間
審
議
ス
ト
ッ
プ
。

（
問
）
入
札
も
し
て
い
な
い
の
に
事
前
に

決
ま
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
。
競
争

の
原
理
に
基
づ
い
て
公
正
公
平
に
行
う

必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
12
月

16
日
・
17
日
に
行
わ
れ
、
12
人
の
議

員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。。（

掲
載
は
質
問
順
）

●
川
　
田
　
　
　
裕

・
行
政
文
書
に
つ
い
て

・
政
策
の
根
拠
に
つ
い
て

・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

●
福
　
岡
　
憲
　
宏

・
「
市
役
所
を
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
経
営
す

　

る
」
に
つ
い
て

・
福
祉
医
療
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

●
池
　
田
　
英
　
子

・
志
都
美
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

・
情
報
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

●
小
　
西
　
高
　
吉

・
公
立
保
育
所
、
民
間
委
託
に
つ
い
て

・
小
・
中
学
校
で
の
特
別
支
援
学
級
に
つ

　

い
て

・
香
芝
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

●
中
　
川
　
　
　
美

・
観
光
と
文
化
財
と
の
関
係
に
つ
い
て

●
上
田
井
　
良
　
二

・
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

・
香
芝
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

・
防
災
に
つ
い
て

●
中
　
井
　
政
　
友

・
市
役
所
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

・
ご
み
減
量
化
と
新
焼
却
場
整
備
計
画
に

　

つ
い
て

・
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

●
奥
　
山
　
隆
　
俊

・
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

・
職
員
採
用
に
つ
い
て

●
中
　
村
　
良
　
路

・
志
都
美
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

・
奈
良
西
幹
線
の
信
号
設
置
に
つ
い
て

●
中
　
山
　
武
　
彦

・
地
域
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
い
じ
め
対
策
、
青
少
年
の
育
成
に
つ
い
て

●
下
　
村
　
佳
　
史

・
住
み
よ
い
住
環
境
に
つ
い
て

●
関
　
　
　
義
　
秀

・
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
市
長
の
陳
情
に
つ
い
て

※
質
問
者
の
項
目
の
な
か
で
、
掲
載
し
て

い
な
い
部
分
や
詳
細
は
、
香
芝
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

一
般
質
問
質
問
者
・
項
目
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一般質問

▼
「
市
役
所
を
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
経

営
す
る
」
に
つ
い
て

（
問
）
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
時
期

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
報

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
平
成
22
年
度
に
シ
ス
テ
ム

の
入
替
え
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を
行
い
た
い
。

（
問
）
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
改
善
や
工
夫
を
す
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
も

わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
し
た
い
。

（
問
）
サ
ー
ビ
ス

業
の
経
営
者
と

し
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
善

は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る

の
か
。

〔
市
長
〕
市
民
に
新
し
い
情
報
を
伝
え
る

た
め
に
も
改
善
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
庁
内
に
設
置
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
、
す
で
に
行
事
が
終
わ
っ
て
い
る

も
の
が
あ
っ
た
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う

な
改
善
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
長
〕
新
た
に
設
置
依
頼
簿
を
作

成
し
、
管
理
に
努
め
た
い
。

（
問
）
公
益
的
な
事
業
提
案
の
市
民
公
募

は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
今
年
４
月
に
、
お
知

ら
せ
版
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
１
次
募
集

の
案
内
を
掲
載
し
、
８
月
に
２
次
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
市
民
公
募
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の

事
業
提
案
が
あ
っ
た
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
１
次
募
集
の
市
民
提

案
型
に
22
団
体
が
応
募
さ
れ
、
20
団
体

を
採
択
し
、
行
政
提
案
型
に
は
２
団
体

が
応
募
さ
れ
、
２
団
体
を
採
択
し
た
。

　

２
次
募
集
で
は
市
民
提
案
型
に
１
団
体

が
応
募
さ
れ
、
１
団
体
を
採
択
し
た
。

（
問
）
２
次
募
集
は
、
な
ぜ
１
団
体
し
か

応
募
が
な
か
っ
た
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
情
報
提
供
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

（
問
）
吉
田
市
長
就
任
後
、
随
意
契
約
の

件
数
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

〔
総
務
部
長
〕
建
設
工
事
の
随
意
契
約
は
、

今
年
11
月
末
時
点
で
53
件
、
昨
年
同
時

期
は
71
件
で
あ
る
。

（
問
）
随
意
契
約
を
す
る
場
合
、
ど
の
よ

う
な
点
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
業
者
に
偏
り
が
な
い
か
を
確
認

し
て
い
る
。

（
問
）
市
役
所
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
の
現
状
は
、
ど
う
な
の
か
。

〔
市
長
〕
福
祉
関
係
の
窓
口
が
不
十
分
と

認
識
し
て
い
る
。

▼
福
祉
医
療
に
つ
い
て

（
問
）
精
神
障
が
い
者
の
医
療
費
制
度
が

遅
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
健
康
局
長
〕
遅
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

（
問
）県
が
補
助
金
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、

精
神
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
は
可
能

な
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
今
後
、
検
討
し
た
い
。

▼
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

（
問
）交
通
安
全
施
設
の
設
置
や
管
理
は
、

ど
こ
が
担
当
し
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
環
境
部
長
〕
市
道
の
路
側
線
や
路

肩
の
防
護
柵
な
ど
は
、
市
が
設
置
し
て

い
る
。

〔
教
育
部
次
長
〕
通
学
路
の
安
全
点
検
な

ど
は
、
教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
12
月
議
会
で
趣
旨
採
択
さ
れ
た
請

願
を
受
け
て
、
ゾ
ー
ン
30
の
設
定
に
必

要
な
協
議
会
の
設
置
は
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
警
察
な
ど
が
、
そ
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
警
察
の
文
書
に
は
、
ゾ
ー
ン
30
の

設
定
に
あ
た
っ
て
は
協
議
会
を
立
ち
上

げ
る
と
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
必
要
性
が
生
じ
た
時

点
で
調
整
を
図
り
た
い
。

（
問
）市
民
と
警
察
の
話
し
合
い
の
場
は
、

危
機
管
理
課
が
設
け
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
市
民
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
設
け
た
い
。

（
問
）
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
の
は
、
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

〔
市
長
〕
時
期
は
検
討
し
た
い
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
的
確
な
答
弁
な
し
。

　

※
議
長
か
ら
理
事
者
に
対
し
て
、
明

確
な
答
弁
を
求
め
ら
れ
た
。

（
再
問
）
国
の
指
針
は
、
民
間
事
業
者
が

定
期
的
に
入
れ
替
わ
る
機
会
が
担
保
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
と
示
し
て
い
る
が
、
今
後

の
民
間
委
託
の
手
続
は
ど
う
な
の
か
。

〔
市
長
〕
委
託
手
続
に
不
備
が
あ
る
と
い

う
指
摘
な
の
で
、
再
度
見
直
し
も
含
め

て
検
討
し
た
い
。

（
問
）
民
間
委
託
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事

業
者
を
公
募
す
る
期
間
も
必
要
な
の
で
、

民
営
化
は
１
年
遅
ら
せ
る
の
が
一
番
よ

い
と
考
え
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕
そ
の
点
は
、
重
く
受
け
と
め
て

い
る
。

（
問
）｢

冬
彩｣

を
、
市
の
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
市
民
協
働
の
取
り
組

み
と
し
て
、
来
年
度
か
ら
実
行
委
員
会

と
市
の
共
催
に
し
た
い
。

（
問
）
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
来
年
度

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
財
政
状
況
を
見
な
が

ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
み
た
い
。

（
要
望
）
今
後
は
根
拠
と
な
る
計
画
年
数

を
示
し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
計
画
を
明
確
に
し
な

い
と
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下

す
る
と
考
え
る
の
で
、
計
画
行
政
の
原
点

に
戻
り
、
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

福
岡
　
憲
宏
　
議
員

▲市のホームページ
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一般質問

▼
志
都
美
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

（
問
）
今
年
度
の
入
所
時
に
、
民
営
化
の

説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
来

年
度
か
ら
民
営
化
す
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
今
年
５
月
の
経
営
会

議
で
民
営
化
を
決
定
し
た
た
め
、
入
所

時
に
は
お
知
ら
せ
で
き
な
か
っ
た
。

（
問
）
民
営
化
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
保

護
者
な
ど
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
と
思

う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
民
営
化
し
て
も
保
育

内
容
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
横
浜
市
の
裁
判
で
は
、
保
護
者
か

ら
廃
止
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
代
償
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
の
判

例
が
で
て
い
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
民
営
で
あ
っ
て
も
、

公
立
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
を
保
育
す
る

こ
と
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
職
員
の
採
用
時
に
は
、
民
営
化
の

説
明
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

点
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
職
員
に
は
、
保
護
者

説
明
会
の
前
に
説
明
を
し
て
い
る
。

（
問
）
経
営
会
議
で
は
、
平
成
27
年
度
に

公
設
民
営
を
行
い
、
翌
年
度
か
ら
民
設

民
営
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
な
ぜ
民
営

化
が
１
年
早
く
な
っ
た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
政
策
決
定
で
、
平
成

26
年
度
か
ら
公
設
民
営
と
決
ま
っ
た
。

（
問
）
関
屋
保
育
所
の
検
証
も
で
き
て
い

な
い
段
階
で
、
な
ぜ
１
年
早
く
民
営
化

を
行
う
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
関
屋
保
育
所
の
検
証

は
、
今
後
も
継
続
し
た
い
。

（
問
）
民
営
化
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者

が
納
得
す
る
形
で
の
話
し
合
い
は
で
き

て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
今
年
９
月
と
12
月
に

保
護
者
説
明
会
を
開
催
し
、
質
問
箱
も

設
置
し
て
理
解
を
求
め
て
い
る
。

（
問
）志
都
美
保
育
所
を
民
営
化
す
る
と
、

香
芝
北
中
学
校
区
で
公
立
の
保
育
所
が

な
く
な
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
考
え
る

の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
保
育
内
容
は
変
わ
り

な
い
の
で
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
が
損
な
わ

れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
問
）
保
護
者

か
ら
は
、
大
き

な
保
育
所
を

民
営
化
す
る
ほ

う
が
よ
い
と
い

う
意
見
も
あ
る

が
、
そ
の
点
は

ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
行
政
改
革
時
に
基
幹

保
育
所
を
４
園
残
し
、
残
り
３
園
は
民

営
化
す
る
と
決
め
ら
れ
た
。

（
問
）
保
護
者
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聞

い
て
い
な
い
中
で
の
民
営
化
と
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕
今
後
は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

を
よ
り
的
確
に
捉
え
て
進
め
て
い
き
た

い
。

▼
情
報
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
問
）
経
営
会
議
を
市
民
が
傍
聴
で
き
る

よ
う
に
、
公
開
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
市
内
部
の
審
議
や
検
討
、

協
議
な
ど
を
行
う
た
め
、
公
開
は
考
え

て
い
な
い
。

（
問
）
経
営
会
議
の
決
定
事
項
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
す
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
市
の
意
思
形
成
過
程
の
情

報
は
公
開
で
き
な
い
が
、
そ
の
他
は
検

討
し
た
い
。

（
問
）
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
そ
の
他
の

情
報
は
い
つ
頃
掲
載
す
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
新
年
度
か
ら
対
応
し
た
い
。

▼
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

（
問
）
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
学
力
テ

ス
ト
の
結
果
は
、
公
表
し
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
平
成
25
年
度
は
、
文
部
科

学
省
で
公
表
し
て
い
な
い
の
で
、
本
市

も
公
表
し
て
い
な
い
。

（
問
）
来
年
度
の
結
果
公
表
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
平
成
26
年
度
は
、
教
育
委

員
会
議
に
諮
り
判
断
し
た
い
。

（
問
）
結
果
を
公
表
す
れ
ば
、
競
争
原
理

も
働
く
た
め
、
今
ま
で
ど
お
り
公
表
し

な
い
で
ほ
し
い
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
教
育
部
長
〕
教
育
委
員
会
議
で
十
分
論

議
し
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

▼
公
立
保
育
所
、
民
間
委
託
に
つ
い
て

（
問
）
関
屋
保
育
所
の
民
営
化
は
、
保
護

者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
説
明
を
行
っ

た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
平
成
23
年
夏
以
降
に
、

３
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
説
明
会
を
開
催
し
た
。

（
問
）
説
明
会
の
と
き
に
は
、
保
護
者
か

ら
苦
情
な
ど
は
な
か
っ
た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
今
後
の
保
育
士
の
体

制
や
保
育
料
金
、
保
育
内
容
な
ど
の
質

問
が
あ
っ
た
。

（
問
）
保
護
者
か
ら
の
意
見
は
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
保
護
者
の
意
見
や
要

望
を
尊
重
し
て
対
応
し
た
い
。

（
問
）
保
育
所
を
民
営
化
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
何
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
で
と
い
う
方
針
で
あ
り
、
保
育

内
容
の
充
実
や
地
域
交
流
の
取
り
組
み

な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

（
問
）
な
ぜ
保
育
所
は
、
民
営
化
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
財
政
効
果
も
含
め
、

民
間
を
活
用
し
て
行
政
改
革
を
進
め
た

い
。

（
問
）
関
屋
保
育
所
を
民
営
化
し
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
検
証
で
き
た
時
点
で
、

他
の
保
育
所
の
民
営
化
を
進
め
て
も
よ

い
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

池
田
　
英
子
　
議
員

小
西
　
高
吉
　
議
員

▲民営化が予定されている志都美
　保育所
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中
川
　
　
美
　
議
員

▼
観
光
と
文
化
財
と
の
関
係
に
つ
い
て

（
問
）
第
４
次
香
芝
市
総
合
計
画
の
政
策

６
番
で
、｢

み
ん
な
で
創
る
豊
か
で
将

来
性
の
あ
る
ま
ち｣

が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
同
施
策
で
観
光
の
振
興
、
ま
た
歴

史
文
化
財
の
保
存
と
継
承
・
展
開
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
施
策
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
も
の
な
の
か
、
そ

れ
と
も
連
携
し
た
も
の
な
の
か
。

　

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の
見
解
は

ど
う
か
。

〔
市
民
経
済
部
次
長
〕
市
内
に
は
、
国
・

県
・
市
が
指
定
す
る
文
化
財
が
41
件
あ

り
、
観
光
資
源
と
し
て
は
、
ど
ん
づ
る

峯
や
平
野
塚
穴
山
古
墳
、
尼
寺
廃
寺
跡

な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
の
遺
跡
や
歴
史
を
紹
介

し
て
い
る
二
上
山
博
物
館
も
観
光
の
振

興
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
教
育
部
長
〕
教
育
委
員
会
で
は
、
貴
重

な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
の
発
掘
や
交
通
の

利
便
性
を
活
か
し
た
市
独
自
の
観
光

ル
ー
ト
の
検
討
な
ど
が
、
観
光
の
振
興

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
今
、
答
弁
し
て
い
た
だ
い
た
以
外

で
、
本
市
の
観
光
資
源
と
な
り
得
る
文

化
財
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
次
長
〕
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
な
い
地
蔵
や
伝
承
文
化
と

な
っ
て
い
る
各
神
社
の
祭
り
、
あ
る
い

は
歴
史
街
道
な
ど
が
あ
る
。

（
問
）
次
長
級
以
上
の
管
理
職
で
、
半
数

以
上
の
方
は
国
の
史
跡
で
あ
る
平
野
塚

穴
山
古
墳
へ
行
か
れ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
結
果
で
あ
る
が
、
市
と
し
て
、
本

当
に
こ
れ
か
ら
観
光
に
力
を
入
れ
て
い

く
つ
も
り
な
の
か
。

〔
市
長
〕
平
野
塚
穴
山
古
墳
は
知
名
度
も

低
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
職
員
の

意
識
改
革
も
含
め
て
観
光
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

（
問
）
市
内
に
は
、野の
み
の
す
く
ね

見
宿
禰
と
当た
い
ま
の
け
は
や

麻
蹴
速

が
日
本
で
最
初
に
相
撲
を
と
っ
た
場
所
で

あ
る
「
腰こ
し

折お

れ
田だ

」
が
あ
る
が
、
そ
の

場
所
を
保
存
し
て
市
民
に
啓
発
す
る
こ
と

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
今
後
は
、
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
平
野
塚
穴
山
古
墳
を
市
民
に
説
明

す
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
立
派
さ

を
紹
介
す
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
７
世
紀
中
頃
に
築
造
さ
れ
た

飛
鳥
時
代
の
非
常
に
大
き
な
古
墳
で
、
歴

史
的
に
も
文
化
財
的
に
も
価
値
の
高
い
古

墳
で
あ
る
。

（
問
）
狐
井
城
山
古
墳
を
、
市
民
に
対
し

て
説
明
す
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
紹

介
す
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
５
世
紀
末
か
ら
６
世
紀
初

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
総
合
的
に
判
断
し
て
、

速
や
か
に
民
営
化
に
移
行
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
問
）
す
べ
て
を
民
営
化
す
る
の
で
あ
れ

ば
理
解
で
き
る
が
、
３
園
だ
け
民
営
化

す
る
こ
と
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
不
安
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
、

市
民
へ
の
説
明
不
足
と
考
え
て
お
り
、

今
後
は
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
き
た

い
。

▼
小
・
中
学
校
で
の
特
別
支
援
学
級
に

つ
い
て

（
問
）
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の

現
状
は
、
ど
う
な
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
平
成
25
年
度
で
は
、
小
学

校
が
１
５
２
名
、
中
学
校
は
53
名
と
な

り
、
い
ず
れ
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

（
問
）
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る

と
き
の
手
続
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
市
の
就
学
指
導
委
員
会
の

規
定
に
よ
り
、
就
学
指
導
委
員
会
を
設

け
、
専
門
委
員
が
中
心
と
な
り
適
切
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
中
学
校
へ
の
就
学
に
対
し
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
障
が
い
の
あ
る
者
と
障
が

い
の
な
い
者
が
、
共
に
学
ぶ
共
生
社
会

の
理
念
を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
思
い
も

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

（
問
）
特
別
支
援
学
校
へ
進
学
す
る
場
合

は
、
保
護
者
か
ら
教
育
長
に
対
し
て｢

就

学
願
い｣

の
提
出
が
必
要
で
あ
る
が
、
な

ぜ
必
要
な
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
保
護
者
の
意
思
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
誤
解
を
招
い

た
の
で
あ
れ
ば
改
め
て
説
明
し
た
い
。

（
問
）
市
内
４
中
学
校
で
、
受
け
入
れ
体

制
に
温
度
差
が
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
の

点
は
ど
う
か
。

〔
教
育
部
長
〕
保
護
者
の
思
い
と
若
干
の

差
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
本
的

に
は
支
援
体
制
は
同
じ
で
あ
る
。

▼
香
芝
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

（
問
）
東
朋
香
芝
病
院
は
、
現
在
は
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕　

　
県
が
医
療
機

関
の
設
置
を
再

公
募
し
て
お

り
、
12
月
28
日

が
そ
の
締
切
日

と
な
る
。

（
問
）
締
切
日

ま
で
に
公
募
に
応
じ
る
医
療
機
関
が
な

け
れ
ば
、
ど
う
な
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
県
な
ど
に
対
し
て
は
、
円

滑
に
進
む
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

（
問
）
県
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
知
事
に
対
し
て
、
地
域
の
救
急

医
療
に
十
分
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
再

三
要
望
し
て
い
る
。

▲東朋香芝病院
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▼
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

（
問
）
こ
れ
ま
で
に
４
人
の
議
員
が
、
民

営
化
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
さ
れ
て
い

る
が
、
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
再
考
し
た
中
で
、
新

た
な
提
示
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
平
成
27
年
度
か
ら
民
営
化
す
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
市
民
の
理
解
を
得
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど

う
か
。

〔
市
長
〕
拙
速
に
進
め
る
の
で
は
な
く
、

再
度
、
保
護
者
な
ど
へ
の
周
知
の
仕
方

や
委
託
先
の
選
定
方
法
な
ど
を
検
討
し

た
い
。

▼
香
芝
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

（
問
）
市
外
へ
の
救
急
搬
送
の
件
数
は
、

昨
年
と
比
較
し
て
、
現
在
は
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
問
）
現
在
の
緊
急
時
の
医
療
体
制
は
、

非
常
に
心
配
な
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
緊
急
時
の
医
療
体
制
の
空
白
は

絶
対
に
あ
け
な
い
と
い
う
決
意
を
も
っ

て
、
最
善
の
努
力
を
し
て
い
る
。

▼
防
災
に
つ
い
て

（
問
）
下
田
地
区
の
防
災
訓
練
の
参
加
者

か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
が
あ
っ
た

の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
今
回
は
下
田
小
学
校

と
香
芝
中
学
校
で
訓
練
を
行
っ
た
が
、

参
加
者
か
ら
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

（
問
）
多
く
の
参
加
者
が
経
験
を
積
む
た

め
に
も
、
季
節
ご
と
の
訓
練
を
し
て
ほ

し
い
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
訓
練
を

考
え
て
い
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
各
小
学
校
で
の
訓
練

を
考
え
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
防
災

無
線
な
ど
が
整
っ
た
時
点
で
、
総
合
防

災
訓
練
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）様
々
な
課
題
を
検
討
し
た
な
か
で
、

今
後
の
備
品
購
入
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
各
自
治
会
に
情
報
を

伝
達
す
る
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
や
、

女
性
に
配
慮

し
た
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
テ
ン

ト
な
ど
を
避

難
所
に
整
備

し
た
い
。

（
問
）
大
規

模
災
害
時
の

避
難
所
と
な

る
校
舎
の
耐
震
化
は
、
現
在
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
平
成
27
年
度
に
は
、

校
舎
の
耐
震
化
は
す
べ
て
完
了
す
る
予

定
で
あ
る
。

（
問
）市
役
所
庁
舎
や
中
央
公
民
館
な
ど
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
施
設
の
耐
震
化
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
庁
舎
は
来
年
度
か
ら

耐
震
化
を
考
え
て
お
り
、
残
り
の
施
設

は
、
平
成
28
年
度
以
降
に
設
計
委
託
し

て
耐
震
化
を
進
め
た
い
。

（
問
）
指
定
一
時
避
難
地
、
指
定
避
難
場

所
、
要
援
護
者
対
応
避
難
所
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
一
時
避
難
地
は
、
一

時
的
な
避
難
場
所
と
な
る
学
校
の
運
動

場
な
ど
で
、
指
定
避
難
場
所
は
、
避
難

者
が
一
定
期
間
生
活
を
送
る
た
め
の
も

の
で
、
学
校
の
体
育
館
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
要
援
護
者
対
応
避
難
所
は
、

協
定
を
締
結
し
た
施
設
で
高
齢
者
な
ど

を
受
け
入
れ
る
避
難
所
で
あ
る
。

（
問
）
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
、
避

難
時
に
出
さ
れ
る
避
難
情
報
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
市
が
発
令
す
る
避
難

準
備
情
報
や
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が

あ
る
。
ま
た
、
市
民
へ
は
緊
急
速
報
メ

ー
ル
や
自
治
会
長
へ
の
連
絡
、
消
防
の

広
報
車
に
よ
る
広
報
を
考
え
て
い
る
。

（
問
）
小
学
校
区
単
位
で
災
害
時
の
避
難

場
所
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
地
域
ご

と
に
避
難
場
所
を
指
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
現
在
は
、
市
民
が
移

動
し
や
す
い
よ
う
に
小
学
校
区
単
位
で

避
難
場
所
を
指
定
し
て
い
る
。

め
に
築
造
さ
れ
た
全
長
が
約
１
４
０
ｍ
の

前
方
後
円
墳
で
、周
囲
に
は
周
壕
が
あ
り
、

こ
の
時
期
の
古
墳
と
し
て
は
全
国
最
大
規

模
で
あ
る
。

（
問
）
狐
井
城
山
古
墳
は
、
本
市
が
誇
る

古
墳
で
あ
り
、
将
来
は
史
跡
公
園
や
歴
史

公
園
に
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
そ
の
た

め
の
発
掘
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
ど
う
な
の
か
。

〔
教
育
長
〕
現
在
は
、
尼
寺
廃
寺
跡
の
整

備
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
は
文

化
財
保
護
審
議

会
に
諮
り
検
討

し
た
い
。

〔
市
長
〕
尼
寺

廃
寺
跡
の
整
備

が
完
了
し
た
時

点
で
、
狐
井
城
山
古
墳
の
整
備
も
検
討

し
た
い
。

（
問
）発
掘
調
査
な
ど
を
行
う
学
芸
員
は
、

今
後
、
補
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
企
画
部
長
〕
事
業
の
状
況
に
よ
り
、
計

画
的
に
採
用
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
相
撲
発
祥
の
地
や
平
野
塚
穴
山
古

墳
な
ど
の
観
光
案
内
の
道
路
標
識
は
、

ど
こ
で
設
置
す
る
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
観
光
案
内
の
道
路
標

識
は
、
関
係
課
と
協
議
し
て
産
業
振
興

課
で
整
備
し
た
い
。

上
田
井
　
良
二
　
議
員

▲前方後円墳の狐井城山古墳

▲下田小学校でプライベートテントの
　組み立て訓練
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▼
市
役
所
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

（
問
）
現
在
の
職
員
の
残
業
時
間
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
時
間
外
勤
務
が
年
間

２
０
０
時
間
を
超
え
る
職
員
は
、
平
成

23
年
度
は
17
人
、
24
年
度
は
31
人
で
、

今
年
度
は
４
人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
職
員
の
仕
事
量
が
増
え
て
い
る
と

思
う
が
、
住
民
千
人
に
対
す
る
職
員
の

数
は
、
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
住
民
千
人
に
対
す
る
職

員
数
は
４
・
８
６
６
人
で
、
県
下
で
は
少

な
い
順
か
ら
３
番
目
で
あ
る
。

（
問
）
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
新
し
い
人

事
評
価
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
基
本
的
に
は
、
実
績
評

価
と
能
力
評
価
の
２
種
類
を
組
み
合
わ

せ
た
評
価
を
実
施
し
た
い
。

（
問
）
新
し
い
人
事
評
価
で
、
職
員
の
賞

与
に
差
を
つ
け
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
現
行
の
期
末
勤
勉
手
当

制
度
で
も
５
％
の
調
整
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
運
用
を
検
討
し
た
い
。

（
問
）
職
員
の
業
務
は
様
々
で
、
質
と
量

の
関
係
も
あ
る
が
、
人
事
評
価
を
一
律

５
％
で
運
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
一
律
に
５
％
の
調
整
で

は
な
く
、
評
価
は
５
段
階
の
分
類
を
考

え
て
い
る
。

▼
ご
み
減
量
化
と
新
焼
却
場
整
備
計
画

に
つ
い
て

（
問
）
ご
み
減
量
化
の
目
標
は
、
ど
の
よ

う
な
計
画
な
の
か
。
ま
た
、
現
在
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

〔
環
境
局
長
〕
平
成
27
年
度
の
家
庭
系
ご

み
排
出
量
を
、
22
年
度
比
で
25
％
の
削

減
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
１
人
１
日
の
ご
み
量
は
、
22

年
度
の
７
１
０
ｇ
が
、
24
年
度
に
は

６
９
２
ｇ
へ
２
・
６
％
減
少
し
て
い
る
。

（
問
）
美
濃
園

の
家
庭
系
ご
み

と
事
業
系
ご
み

の
搬
入
量
は
、　

ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
。

〔
環
境
局
長
〕　

　
家
庭
系
ご
み

は
、
平
成
22
年

度
が
１
万
６
６
３
４
ト
ン
で
24
年
度
は

１
万
７
０
４
４
ト
ン
で
あ
る
。

　

ま
た
、
事
業
系
ご
み
は
、
22
年
度
が

５
１
６
６
ト
ン
で
24
年
度
は
５
５
４
８

ト
ン
で
あ
る
。

（
問
）
ご
み
の
減
量
化
と
有
料
化
は
、
必

ず
し
も
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
環
境
局
長
〕
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

有
料
化
も
効
果
的
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）美
濃
園
の
焼
却
炉
の
処
理
能
力
は
、

ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

〔
環
境
局
長
〕
炉
の
規
模
は
75
ト
ン
が
２

炉
で
、
合
計
１
５
０
ト
ン
で
あ
る
。

（
問
）
ご
み
焼
却
炉
を
新
た
に
建
設
す
る

場
合
に
は
、
現
在
、
ど
れ
く
ら
い
の
国

庫
補
助
が
あ
る
の
か
。

〔
環
境
局
長
〕
条
件
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、

３
分
の
１
ま
た
は
２
分
の
１
の
補
助
率

で
あ
る
。

▼
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

（
問
）
中
学
校
給
食
の
現
在
の
進
捗
状
況

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
各
中
学
校
の
配
膳
室
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
の
設
計
を
行
っ
て
い

る
。

（
問
）
食
育
基
本
法
に
基
づ
い
た
本
市
の

食
育
の
考
え
方
は
、
ど
う
な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
本
市
の
食
育
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
食
育
の
推
進
を
図
り
た
い
。

（
問
）
教
室
以
外
で
は
、
ど
の
よ
う
な
食

育
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
子
ど
も
た
ち
が
稲
や
野

菜
を
栽
培
し
、
ま
た
収
穫
活
動
も
行
い
、

育
て
る
喜
び
な
ど
を
体
験
し
て
い
る
。

（
問
）
災
害
時
の
学
校
給
食
の
対
応
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

や
、
給
食
室
が
機
能
す
る
か
を
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
中
学
校
給
食
に
、
地
元
の
農
産
物

を
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
市
内
で
の
供
給
量
に
は

限
界
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

▼
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

（
問
）
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
生
徒
支
援
指

導
室
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
や
安
心
に
か
か
わ
る

街
頭
指
導
な

ど
を
行
い
、

生
徒
支
援
指

導
室
は
、
子

ど
も
た
ち
に

関
す
る
相
談

や
支
援
を
し

て
い
る
。

（
問
）
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
な
か
で

で
、
大
き
な
課
題
は
何
か
。

〔
教
育
部
長
〕　
携
帯
電
話
な
ど
情
報
機

器
に
か
か
わ
る
対
策
や
、
思
春
期
に
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
生
活
態
度
な
ど
が
喫

緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

（
問
）
情
報
機
器
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
思

春
期
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
情
報
機
器
の
危
険
性
な
ど

を
啓
発
し
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
に

は
教
育
相
談
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

（
問
）
青
少
年
セ
ン
タ
ー
と
生
徒
支
援
指

導
室
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
連
携
し
て

い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
児
童
・
生
徒
の
下
校
時
の

中
井
　
政
友
　
議
員

▲パッカー車でごみを搬入（美濃園）

奥
山
　
隆
俊
　
議
員

▲地域の祭りで、子どもたちの
　巡視活動



第142号 平成26年2月21日議 会 だ よ り

12

一般質問

中
村
　
良
路
　
議
員

▼
志
都
美
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

（
問
）
関
屋
保
育
所
に
続
い
て
、
な
ぜ

志
都
美
保
育
所
を
民
営
化
す
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
で
と
い
う
方
針
の
も
と
、
今
後

は
志
都
美
保
育
所
と
み
つ
わ
保
育
所
を

民
営
化
し
た
い
。

（
問
）
昨
日
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
、
民

営
化
に
つ
い
て
は
一
時
保
留
と
示
さ
れ

た
が
、
再
度
、
そ
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

〔
市
長
〕
保
護
者
な
ど
に
十
分
な
説
明
が

で
き
て
い
な
い
と
考
え
て
お
り
、
再
度
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

（
問
）
基
幹
保
育
所
と
い
う
の
は
、
ど
の

よ
う
な
保
育
所
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

そ
れ
は
ど
こ
で
決
定
し
た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
市
の
中
心
部
に
位
置

す
る
も
の
や
、
大
き
な
保
育
所
を
基
幹

保
育
所
と
し
て
お
り
、
経
営
会
議
で
決

定
さ
れ
た
。

（
問
）
大
き
な
保
育
所
ほ
ど
民
営
化
の
効

果
は
大
き
い
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
保
育
所
の
規
模
で
は

判
断
し
て
い
な
い
。

（
問
）
今
年
度
の
途
中
に
保
護
者
へ
民
営

化
の
説
明
を
さ
れ
た
が
、
な
ぜ
当
初
に

説
明
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
今
年
５
月
の
経
営
会

議
で
決
定
さ
れ
た
た
め
、
年
度
途
中
で

の
説
明
と
な
っ
た
。

（
問
）
本
来
は
、
保
護
者
に
対
し
て
も
っ

と
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と

思
う
が
、
今
後
の
民
営
化
の
プ
ロ
セ
ス

は
ど
の
よ
う
に
示
し
て
い
く
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
保
育
士
の
確
保
や
委

託
先
の
選
考
方
法
な
ど
、
今
後
の
具
体

的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
再
度
提
案
し
て

い
き
た
い
。

（
問
）今
後
は
民
営
化
あ
り
き
で
は
な
く
、

内
容
な
ど
を
再
度
検
討
し
て
、
保
護
者

へ
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

〔
市
長
〕
今
ま
で
は
説
明
不
足
が
多
々

あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
今
後
は
保
護
者

な
ど
の
意
見
を
十
分
聞
い
て
進
め
た
い
。

（
問
）
発
達
障
が
い
児
に
対
す
る
保
育
の

受
け
入
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
個
々
の
支
援
の
度
合

い
が
異
な
る
た
め
、
面
談
な
ど
で
保
護

者
と
協
議
し
て
決
定
し
た
い
。

（
問
）発
達
障
が
い
児
に
対
す
る
加
配
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
集
団
生
活
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
な
加
配
が
必
要
か
を
踏
ま
え

て
対
応
し
て
い
る
。

（
問
）
入
園
後
に
発
達
障
が
い
と
わ
か
っ

た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
臨
床
心
理
な
ど
の
対

応
も
可
能
と
な
る
の
で
、
連
携
し
た
支

援
を
し
た
い
。

〔
企
画
部
次
長
〕
討
論
形
式
を
取
り
入
れ

て
総
合
的
に
判
断
し
、
優
秀
な
人
材
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。

（
問
）
技
術
系
の
職
員
採
用
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
専
門
的
職
員
の
採
用
は

必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
継
続
的

に
業
務
が
存
続
す
る
か
を
精
査
し
、
必

要
に
応
じ
て
採
用
し
た
い
。

（
問
）
技
術
系
の
職
員
は
、
現
在
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
管
理
業
務
も
今
後

は
増
加
す
る
と
思
う
が
、
土
木
技
師
の
確

保
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
技
術
系
の
職
員
は
、
平

成
23
年
度
に
募
集
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
定
期
的
に
採
用
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

ま
た
、
土
木
技
師
に
つ
い
て
も
必
要

に
応
じ
て
採
用
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
外
部
委
託
を
活
用

し
た
場
合
、
人
的
な
効
果
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
外
部
に
委
託
す
る
こ
と

で
、人
員
の
削
減
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
民
間
企
業
で
勤
務
し
て
い
た
キ
ャ

リ
ア
の
方
を
、
中
途
採
用
す
る
こ
と
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る

優
秀
な
人
材
の
確
保
は
、
行
政
運
営
に

と
っ
て
も
有
益
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は

キ
ャ
リ
ア
採
用
枠
を
設
け
て
い
き
た
い
。

パ
ト
ロ
ー
ル
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
行

事
の
巡
視
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て

は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す

る
心
配
な
ど
は
、
生
徒
指
導
支
援
室
が

相
談
に
あ
た
り
問
題
解
決
に
向
け
て
対

応
し
て
い
る
。

（
問
）
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
問
題

を
解
決
す
る
場
合
は
、
家
庭
環
境
や
親

子
関
係
な
ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
ま

で
入
り
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
最
近
は
子
ど
も
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
も
含
め
て
家
庭
全
体
の
問

題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。

▼
職
員
採
用
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
の
職
員
採
用
試
験
の
応
募
状

況
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
職
員
採
用
試
験
の
競
争

率
は
、
平
成
22
年
度
が
19
倍
、
23
年
度

が
13
・
５
倍
、
24
年
度
は
12
・
３
倍
で

最
近
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

（
問
）
職
員
の
採
用
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

よ
う
な
点
を
重
視
し
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
次
長
〕
昨
今
の
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
対
人
適
応
能
力
や
政
策

立
案
能
力
な
ど
を
重
視
し
て
い
る
。

（
問
）
最
近
は
筆
記
試
験
の
成
績
だ
け
で

な
く
、
折
衝
力
や
企
画
力
な
ど
も
重
視

し
て
い
る
の
か
。
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中
山
　
武
彦
　
議
員

▼
地
域
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
ま
ち
づ
く
り
提
案
活
動
支
援
事
業

は
、
ど
の
よ
う
な
現
状
な
の
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
市
民
提
案
型
は
21
団

体
、
ま
た
行
政
提
案
型
は
２
団
体
が
、

国
際
交
流
や
環
境
学
習
な
ど
公
益
的
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）
行
政
の
限
界
を
市
民
に
補
っ
て
も

ら
う
意
味
で
も
、
市
民
協
働
は
全
庁
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
職
員
が
連
携
し
て
、

市
民
協
働
の
意
識
向
上
を
図
り
た
い
。

（
問
）同
事
業
を
追
加
募
集
し
て
い
る
が
、

市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
市
民
経
済
部
長
〕
今
後
、
積
極
的
に
市

民
へ
情
報
提
供
を
し
た
い
。

（
問
）
介
護
な
ど
社
会
保
障
関
係
の
市
民

サ
ポ
ー
タ
ー
の
導
入
は
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
現
在
、
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

は
い
な
い
の
で
、
今
後
は
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

（
問
）
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
は
、
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
先
進
の
自
治
体
を
参
考
に

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）地
域
で
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
問
）
発
達
障
が
い
児
が
小
学
校
な
ど
へ

行
く
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
引
き
継
ぎ

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
子
ど
も
に
と
っ
て
最

適
な
方
法
を
検
討
し
、
引
き
継
ぎ
は
必

ず
行
っ
て
い
る
。

▼
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い

て（
問
）
市
で
は
予
防
接
種
の
必
要
性
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
任
意
接
種
に
な
る
の
で
、

今
後
は
国
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

（
問
）高
額
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
も
、

予
防
接
種
の
費
用
は
市
が
負
担
し
て
も

よ
い
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
市
長
〕
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
奈
良
西
幹
線
の
信
号
設
置
に
つ
い
て

（
問
）
奈
良
西
幹
線
が
開
通
し
て
か
ら
、

交
通
事
故
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

〔
都
市
環
境
部
長
〕
平
成
24
年
３
月
の
供

用
開
始
か
ら
、
交
通
事
故
は
26
件
発
生

し
て
い
る
。

（
問
）
奈
良
西
幹

線
と
市
道
が
交

差
す
る
場
所
へ

の
信
号
機
の
設

置
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の

か
。

〔
都
市
環
境
部
長
〕
警
察
に
対
し
て
は
、

現
在
も
再
三
に
わ
た
り
信
号
機
の
設
置

を
要
望
し
て
い
る
。

〔
健
康
局
長
〕
地
域
福
祉
推
進
委
員
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

（
問
）子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

ど
の
よ
う
な
現
状
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
地
域
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
が
、
保
育
所
の
送
迎
や
園
児

の
預
か
り
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
子
育
て
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、

保
健
師
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
募
集
し
た
ら
よ

い
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
今
後
、
保
健
師
の
Ｏ

Ｂ
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

（
問
）
県
内
で
図
書
館
の
雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
制
度
を
導
入
し
て
い
る
施
設
は
、
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
県
立
図
書
情
報
館
な
ど
、

34
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
市
民
図
書
館
で
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ

ー
制
度
の
導
入

は
、
ど
う
な
の

か
。

〔
教
育
部
次
長
〕

　
歳
入
確
保
の

観
点
か
ら
、
導

入
に
向
け
て
検

討
し
て
い
る
。

▼
い
じ
め
対
策
、
青
少
年
育
成
に
つ
い
て

（
問
）
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
、
現
在
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
、
今
年
７
月
と
11
月
に
各
小
・

中
学
校
で
実
施
し
て
状
況
を
確
認
し
て

い
る
。

（
問
）重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
い
じ
め
は
、

警
察
へ
の
通
報
の
義
務
が
あ
る
が
、
現

在
の
取
り
組
み
は
ど
う
な
の
か
。

　

ま
た
、
警
察
へ
の
通
報
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
香
芝
警
察
署
な
ど
と
、

学
警
連
携
監
督
者
会
議
を
設
置
し
て
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
犯
罪
事
案
や
身
体
の
安
全
が

脅
か
さ
れ
る
場
合
は
、
直
ち
に
警
察
へ

の
通
報
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

（
問
）
学
校
支
援
の
実
情
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
学
校
の
応
援
隊
を
構
築

す
る
た
め
、
現
在
は
学
校
・
地
域
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
を
進
め
て
い
る
。

（
問
）
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

が
施
行
し
て
３
年
経
過
す
る
が
、
ニ
ー

ト
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
支
援
は
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
現
在
は
支
援
し
て
い
な

い
。

（
問
）
本
市
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
や
若

者
を
支
援
す
る
窓
口
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
現
在
、
関
係
部
局
と

協
議
中
で
あ
る
。

（
問
）
来
春
ま
で
に
、
子
ど
も
や
若
者
を

支
援
す
る
窓
口
を
設
置
で
き
る
の
か
。

〔
副
市
長
〕
来
年
度
に
窓
口
を
設
置
し
、

各
業
務
は
所
管
課
で
対
応
し
た
い
。

▲多くの雑誌が並ぶ展示棚
　（市民図書館）

▲北今市地区の奈良西幹線
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▼
住
み
よ
い
住
環
境
に
つ
い
て

（
問
）
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
や
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

下
水
道
の
整
備
は
重
要
な
課
題
と
考
え

る
が
、
現
在
の
下
水
道
の
普
及
率
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
今
年
10
月
末
現
在
で

は
、
下
水
道
を
利
用
で
き
る
人
口
の
割

合
を
示
す
普
及
率
は
64
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
。

（
問
）
普
及
率

は
、
人
口
の
割

合
を
示
す
と
理

解
し
て
い
る
が
、

住
宅
の
建
設
戸

数
な
ど
を
使
っ

て
、
下
水
道
の

普
及
率
を
示
し

て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
下
水
道
の
普
及
率
は
、

行
政
人
口
に
対
す
る
下
水
道
の
推
進
割

合
を
示
す
も
の
で
、
住
宅
の
建
設
戸
数

に
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
問
）
現
在
の
下
水
道
の
事
業
認
可
区
域

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
県
の
流
域
下
水
道
幹

線
が
国
道
１
６
８
号
線
に
布
設
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
下
流
側
の
地
域
か
ら
整
備

を
行
う
た
め
、
現
在
は
９
７
４
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
事
業
認
可
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
本
市
の
真
美
ヶ
丘
に
も
下
水
道
幹

線
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
地
区
の
整

備
は
す
べ
て
終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
第
１
処
理
区
の
真
美

ヶ
丘
は
、
区
画
整
理
事
業
で
す
べ
て
整
備

さ
れ
て
い
る
。

（
問
）
事
業
認
可
区
域
で
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
整
備
率
は
、
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
る
面
積
の
割
合
を
示
す
整
備
率
は
、

今
年
10
月
末
現
在
で
70
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。

（
問
）
現
在
の
事
業
認
可
区
域
は
、
い
つ

頃
に
見
直
し
を
行
っ
た
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
平
成
22
年
度
に
事
業

認
可
を
再
取
得
し
、
７
年
間
の
延
伸
を

し
て
い
る
。

（
問
）
今
後
の
事
業
認
可
区
域
の
見
直
し

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
県
の
指
導
で
は
、
現

在
の
整
備
率
が
概
ね
80
％
に
な
っ
た
時

点
で
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
次
の
見
直
し
は
平
成
29
年
度
中
を

予
定
し
て
い
る
。

（
問
）
将
来
的
に
下
水
道
事
業
を
優
先
的

に
進
め
て
い
く
地
域
は
、
ど
こ
に
な
る

の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
現
在
の
事
業
認
可
区

域
に
隣
接
し
て
い
る
場
所
で
、
費
用
対

効
果
の
高
い
と
こ
ろ
を
優
先
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
下
水
道
は
市
街
化
区
域
か
ら
整
備

す
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
市
街
化
調

整
区
域
の
下
水
道
整
備
は
ど
う
な
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
市
街
化
調
整
区
域
で

も
全
体
計
画
区
域
内
で
あ
れ
ば
、
将
来

的
に
は
整
備
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

（
問
）
市
街
化
調
整
区
域
で
、
下
水
道
整

備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
高
や
上
中
地
区
の
一

部
で
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
現
在
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
地
域
の
排
水
な
ど
は
、
ど
の
よ
う

に
処
理
し
て
い
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
浄
化
槽
や
汲
み
取
り

で
処
理
し
て
い
る
。

（
問
）
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地

域
で
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
補
助
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
本
市
は
、
公
共
下
水

道
で
整
備
を
進
め
る
ほ
う
が
効
果
的
・

効
率
的
と
考
え
て
お
り
、
合
併
浄
化
槽

の
設
置
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

（
問
）
関
屋
校
区
で
は
、
将
来
的
に
都
市

計
画
道
路
の
整
備
計
画
な
ど
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
併
せ
て
下
水
道
整
備
を
行

っ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
点
は
ど
う
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
今
後
も
費
用
対
効
果

の
高
い
地
域
の
優
先
順
位
を
つ
け
て
、

事
業
認
可
区
域
内
の
早
期
整
備
に
努
め

て
い
き
た
い
。

▼
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て

（
問
）
市
内
の
公
共
施
設
や
橋
梁
、
道
路

や
上
下
水
道
な
ど
、
施
設
の
現
状
は
ど

う
な
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
現
在
、
公
共
施
設
は
91

施
設
を
対
象
に
、
建
築
年
数
や
耐
用
年

数
な
ど
の
調
査
を
し
て
い
る
。

〔
都
市
環
境
部
長
〕
橋
梁
は
、
主
要
な
64

橋
で
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
と
し
て

老
朽
化
点
検
や
、
４
５
７
路
線
で
道
路

ス
ト
ッ
ク
総
点
検
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
上
水
道
は
管
路
台
帳

を
整
備
し
て
お
り
、
下
水
道
は
下
水
道

台
帳
に
よ
り
調
査
を
し
て
い
る
。

（
問
）
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
施
設
の
劣
化
状
況
や
維

持
補
修
コ
ス
ト
を
グ
ラ
フ
化
し
、
優
先

順
位
等
を
示
す
長
期
整
備
計
画
の
策
定

を
予
定
し
て
い
る
。

〔
都
市
環
境
部
長
〕
橋
梁
は
長
寿
命
化
修

繕
事
業
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
平
成
27

年
度
か
ら
修
繕
を
予
定
し
て
い
る
。
道

路
は
総
点
検
事
業
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

年
次
計
画
で
補
修
を
考
え
て
い
る
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
上
水
道
は
、
病
院
や

災
害
時
の
避
難
所
の
管
路
に
優
先
順
位

を
つ
け
て
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
下

水
道
は
長
寿
命
化
対
策
を
進
め
て
い
る
。

下
村
　
佳
史
　
議
員

関
　
　
義
秀
　
議
員

▲下水道管の設置工事
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一般質問

平
成
25
年

●
11
月

　
　

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

22
日　

奈
良
県
市
議
会
議
長
会

　
　

27
日　

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合

　
　
　
　
　

議
会

●
12
月

　
　

４
日　

本
会
議

　
　

６
日　

総
務
経
済
委
員
会　

　
　

９
日　

教
育
福
祉
委
員
会　

　
　

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　

16
〜
17
日　

一
般
質
問

　
　

19
日　

本
会
議

●
１
月

　
　

６
日　

香
芝
・
広
陵
消
防
組
合

　
　
　
　
　

年
頭
視
閲
式

●
2
月

　
　

6
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

      

14
日　

第
９
回
香
芝
市
職
員
採
用

　
　
　
　
　

及
び
人
事
に
関
す
る
調
査

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会　

　
　

18
日　

葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合

　
　
　
　
　

議
会

　
　

19
日　

香
芝
・
王
寺
環
境
施
設

　
　
　
　
　

組
合
議
会

　
　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　

奈
良
県
市
議
会
議
長
会

議

誌

会

日

月 日（曜日） 会　議　名

３

３日（月） 本　　会　　議
５日（水） 総務経済委員会
６日（木） 教育福祉委員会
７日（金） 建設環境委員会

11日（火）〜13日（木） 予算特別委員会
17日（月）〜19日（水） 一　般　質　問

26日（水） 本　　会　　議

平成26年３月定例会会期（予定）

（
問
）
旧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
物
は

何
年
も
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
再
活
用
す
る
に
は
多
額

の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
現
在

は
公
有
財
産
活

用
検
討
委
員
会

で
活
用
方
法
を

検
討
中
で
あ
る
。

（
問
）
建
物
の
解

体
も
含
め
た
活

用
方
法
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕Ｊ
Ｒ
香
芝
駅
前
に
も
近
い
の
で
、

周
辺
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
も
再
度
検

討
し
た
い
。

（
問
）
市
民
が
必
要
と
し
て
い
る
公
共
施

設
は
、
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
。

〔
副
市
長
〕
地
域
交
流
な
ど
、
市
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
施
設
と
考
え
て
い
る
。

▼
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
自
然
災
害
や
情
報
管
理
に
お
け
る

危
機
管
理
の
あ
り
方
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
危
機
事
象
は
、
危
機

管
理
監
の
指
導
に
よ
り
関
係
部
局
が
連

携
し
て
対
応
し
、
情
報
管
理
は
所
管
部

局
な
ど
で
対
処
し
て
い
る
。

（
問
）
文
書
管
理
や
情
報
管
理
に
つ
い
て

も
危
機
管
理
の
重
要
課
題
と
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
総
務
部
長
〕
文
書
管
理
は
、
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
効
率
的
な
管

理
に
努
め
て
い
る
。

〔
企
画
部
長
〕
職
員
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、

現
在
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

を
策
定
し
情
報
を
管
理
し
て
い
る
。

（
問
）市
内
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

ど
の
よ
う
な
現
状
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
民
間
事
業
所
や
店
舗

な
ど
の
状
況
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

（
問
）市
内
で
の
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
、

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
平
成
24
年
度
の
認
知

件
数
は
、
７
２
６
件
で
あ
る
。

（
問
）
犯
罪
防
止
や
事
故
防
止
の
観
点
か

ら
、
事
件
や
事
故
リ
ス
ク
の
高
い
と
こ

ろ
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
が
必
要
と
思
う
が
、

そ
の
点
は
ど
う
か
。

〔
危
機
管
理
部
長
〕
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
地

域
の
犯
罪
防
止
効
果
も
高
い
の
で
、
今

後
は
整
備
を
検
討
し
た
い
。

▼
市
長
の
陳
情
に
つ
い
て

（
問
）
国
や
県
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
ど

の
よ
う
な
陳
情
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
国
に
は
、
道
路
関
係
の
要

望
や
陳
情
を
12
回
行
っ
て
い
る
。
ま
た

県
に
は
、地
域
医
療
な
ど
の
要
望
も
行
っ

て
い
る
。

（
問
）
国
な
ど
の
要
望
や
陳
情
で
は
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
地
方
道
路
予
算
で
、
必
要

財
源
を
確
保
し
て
い
た
だ
い
た
と
考
え

て
い
る
。

※議会運営委員会で日程変更される場合があります。
( 正式な会期・ 日程案は、２月20日の議会運営委員会で決定されます。)

　傍聴を希望される方は、市役所５階議
会事務局で、傍聴人受付簿に住所、氏名
及び年齢を
記入していた
だくと、傍聴
することがで
きます。

◆定員／議場　44人
○委員会については会議室が狭隘なため、
　議会事務局までお問い合わせください。
◆本会議の状況は、庁舎１階ロビーの  　
　モニターでもご覧になれます。

議会の傍聴においでください

▲閉鎖中の旧老人福祉センター
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編

記
後
集

平成26年３月定例会会期（予定）は、15ページに掲載しています。
　

梅
の
つ
ぼ
み
も
ほ
こ
ろ
び
初
め
、
寒
さ
も

や
や
し
の
ぎ
や
す
く
な
り
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
12
月
議
会
は
、
行
政
組
織
条
例

の一
部
改
正
、
香
芝
市
下
水
道
条
例
及
び

香
芝
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の一
部
改
正

で
は
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
審
査
内
容
等
は
、
香
芝
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

で
、
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
議
会
だ
よ
り
で
は
伝

え
き
れ
な
い
部
分
、一般
質
問
、
各
常
任
委

員
会
な
ど
詳
細
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ一
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
に
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
が
、
香
芝
市
政
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
る
こ

と
を
心
よ
り
願
って
お
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
皆
様
に
議
会

の
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
、
議
会
へ
の
信

頼
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
ツ
ー

ル
で
も
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に
議
員
活
動
、

改
革
へ
の
取
り
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
す
る
よ
う
今
年
一
年
も
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
（
議
会
事
務
局
内
）
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
合
せ
〕
TEL
７
７-

８
２
２
１

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委　
員　
長　

川　
田　
　
　

裕

副
委
員
長　

池　
田　

英　
子

委　
　

員　

中　
川　

葊　
美

　

〃　　
　

細　
井　

宏　
純

　

〃　　
　

森　
井　

常　
夫

　

〃　　
　

中　
山　

武　
彦

議　会　の　役　員　を　改　選会議録を閲覧しませんか?
市議会では本会議・委員会の模様を記録した会議録を作成しています。
各定例会・委員会の会議録は、議会事務局、市民図書館で閲覧できます。
また、ホームページでも公開しておりますので、ぜひご覧ください。

※画面は閲覧時期により、レイアウトが変更になる場合があります。
 ≪直接ドメインを入力する場合 (http://www.gijiroku.net/city.kashiba/)≫

ホームページでの閲覧方法

③会議録検索システムにつながります。

④会議録は会議名のほか、発言議員名、

　発言の内容からも検索できます。

①市ＨＰの香芝市議会をクリック ②会議録検索をクリック


